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横揮利昌教授の退職記念号の刊行にあたって
経営学部長　原　　　仁　司
横薄利昌先生は, 2012　平成24)年3月31日をもって.亜細亜大学経営学部をご定年により
ご退職されます。軽骨学部は.先生のご退職を記念してT経営論集』第47巻第2号を退職記念
号として刊行し,これを謹んで横揮先生に献呈させて戴く次第ですo
横揮先生は, 1983年3月に一橋大学大学院商学研究科博士後期課程を修了された後, 1985年
4月から亜細亜大学経営学部の教授としてご着任されましたO聴細聴大学に着任後は, 1989年
10月に西ワシントン大学との交換教授(翌年3月まで)を,また同年9月から12月の間,ブリ
ティッシュ・コロンビア大学大学院の客員教授を務められましたQ 1990年にはコーネル大学等4
大学を訪問調査し,ホスピタリティ概念を亜細亜大学に導入。本学のホスピタリティ・ビジネス
コースの創設に貢献されました。また,教職員委員会の委員長を2006年から2011年までの6年
間,務められました。長きにわたって亜細亜学園を支えてこられましたことに,改めて感謝の意
を表したく思います。有難うございました。
個人的な話で恐縮ですが,横揮先生は.私にとっては「電話の声」の主として,記憶に強く
残っています。十何年も前の学長選の折に,まだ新米だった私に,先生は電話をなさいましたO
正敵　前の職場で組合運動に嫌気がさし,笥伝や勧誘の類にしらけ気味だった当時の私は,不遜
にも,適当にあしらってその電話を早く切ろうとさえ思っておりましたo Lかし先生は,私が太
宰治研究者のはしくれであることをどこかでお調べになって,それで太宰の話になったのです
が,そのときに先生がなきった話は,いまではかなりおぼろになってきているものの非常に率直
正直な,先生のお人柄を感じさせる話でありましたD大体,太宰の話をする人は,自分の鋭い感
性を人に見せ付けたがるものです。ですから.あまりにも素朴な先生のお話し振りに,私はか
えって感銘をおぼえたわけですo勿鼠　その場で先生に票を投じる約.束もいたしましたO
先生は, 「老舗企業」の研究でその名を知られており,日本テレビの「世界一受けたい授業」
やテレビ東京の「たけしのニッポンのミカタ」など多数のテレビ番観に出演なさっています。本
学部の「トップマネジメント特別講義」で来られる講演者のトップの方々も.横揮先生とお謡が
したい旨を述べられる人がとても多かったように記憶しています_　また一一人,学部を支えてくだ
さる人物が失われてしまうのが非′削こ残念です。
横滞利昌先生,長い間本当に有難うございました。これからの先生の益々のご活躍とご発展
を.心より祈念申しあげます。
(平成23年6月吉日)
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